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2…町長・議長新年ご挨拶
4… 第48回 中標津町表彰式
6…確定申告は予約が必要になります！
7…令和７年度 中標津冬の避難所体験のお知らせ
8…高齢者世帯等生活応援給付金支給のお知らせ
�…くらしのひろば Information
�…第51回 なかしべつ冬まつりのお知らせ

2026
（令和８年）

№757

Contents 　今月の表紙
は、丸山公園

の池で撮影したマガモです。
　より親しみのある広報紙「広報なかし
べつ」を作るために、表紙写真を募集し
ています。
　詳細は右のQRをご覧ください。

今月の表紙

午

広報なかしべつの
表紙写真を

募集しています!!
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中標津町長

西村　　穣

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
令
和
八
年
の
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
よ
り
本
町
行
政
の
推
進
に
各
方
面
か
ら
多
大

な
る
お
力
添
え
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
本
町
の
活
力
を
改
め
て

実
感
す
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

基
幹
産
業
へ
の
大
規
模
投
資
で
は
、
雪
印
メ
グ

ミ
ル
ク
株
式
会
社
に
よ
る
新
た
な
工
場
投
資
計
画

が
発
表
さ
れ
、
株
式
会
社
明
治
の
工
場
建
設
と
合

わ
せ
、
基
幹
産
業
へ
の
大
規
模
投
資
が
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合
本
所
事

務
所
の
建
て
替
え
が
進
む
な
ど
、
建
設
需
要
も
高

ま
り
、
加
え
て
宿
泊
施
設
の
開
業
が
相
次
い
だ
ほ

か
、
道
内
町
村
初
と
な
る
大
手
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店

の
進
出
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
賑
わ
い
の
創
出
と
し
ま
し
て
は
、
夏
に

初
の
「
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来

場
者
を
迎
え
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
中
標

津
の
多
様
な
魅
力
が
広
く
発
信
さ
れ
た
も
の
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
民
間
主
導
の
動
き
は
、
本
町
の
経

済
を
力
強
く
牽
引
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
連
の
投

資
や
出
店
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
確
保

の
面
で
も
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
際
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
海
外
情

勢
の
不
安
定
化
な
ど
、
依
然
と
し
て
混
迷
を
極
め

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
止
ま
り
や
為
替
変
動
の
影
響
に
よ
り
、

資
材
や
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
が
長
期
化
・
常
態

化
し
、
町
民
生
活
や
地
域
経
済
に
重
く
の
し
か
か

る
な
ど
、
厳
し
い
局
面
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

国
政
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
十
月
に
高
市
内

閣
が
発
足
し
、
首
相
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、

「
強
い
経
済
の
構
築
」
を
最
優
先
課
題
と
し
つ
つ
、

「
強
く
豊
か
な
日
本
列
島
の
実
現
」、「
安
全
保
障

の
抜
本
的
強
化
」、
さ
ら
に
は
憲
法
改
正
な
ど
国

家
の
基
本
に
至
る
ま
で
、
ま
さ
に
「
日
本
再
起
」

に
向
け
た
内
閣
の
大
き
な
方
向
性
が
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
先
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
可
決
さ

れ
た
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
「
重
点
支
援
地
方
交

付
金
」
の
追
加
措
置
な
ど
、
地
域
活
性
化
や
地
方

経
済
の
安
定
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
に
は
期
待

を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
そ
し
て
何
よ
り
町
民
生
活

の
安
全
・
安
心
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
本
町
の

実
情
に
即
し
た
形
で
最
大
限
活
用
し
て
い
く
た
め

取
り
組
み
を
進
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

社
会
が
急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
価
値
観
が
多

様
化
す
る
今
、
自
治
体
運
営
に
お
い
て
も
従
来
の

枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
で
革
新
的
な
発
想

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
は
、「
第
七
期
中
標
津

町
総
合
計
画
」
後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

と
し
て
、「
中
標
津
ら
し
さ
」
で
あ
る
利
便
性
が

高
く
住
み
や
す
い
町
を
守
り
、
そ
の
魅
力
を
さ
ら

に
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
最
重
要
課
題
で
あ
る

「
人
口
減
少
問
題
」
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
よ

り
よ
い
未
来
を
築
く
た
め
町
政
運
営
に
全
力
を
投

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
政
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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中標津町議会議長

後藤　一男

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
八
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
皆
さ
ま
と
と
も

に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
町
議
会
及
び
町
政
に
対

す
る
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
全
国
各
地
で
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

一
年
で
し
た
が
、
近
年
の
気
候
変
動
に
伴
い
記
録

的
な
猛
暑
や
極
端
な
大
雨
の
発
生
頻
度
の
増
加
、

そ
れ
に
伴
う
自
然
災
害
の
発
生
等
、
日
々
の
生
活

の
中
で
も
影
響
が
顕
在
化
し
始
め
て
い
ま
す
。
地

球
温
暖
化
等
に
よ
る
影
響
か
、
異
常
気
象
が
常
態

化
し
、
日
本
を
含
む
北
半
球
で
は
大
雨
や
洪
水
、

干
ば
つ
、
森
林
火
災
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
則

が
通
用
し
な
い
よ
う
な
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
の

は
周
知
の
事
実
で
す
。
昨
年
の
夏
は
観
測
史
上

も
っ
と
も
暑
い
夏
と
な
り
、
ま
た
北
海
道
で
は
初

と
な
る
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
統
計
開
始
以
来

最
大
の
雨
量
が
各
地
で
観
測
さ
れ
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
の
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
、
議
会
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
も
例
外
で
は
な
い
で
す
が
、
全
国
で
も
急

速
に
進
む
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
物

価
上
昇
な
ど
の
諸
課
題
に
直
面
し
て
お
り
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応

す
べ
く
、
昨
年
十
二
月
に
策
定
し
た
「
第
七
期
中

標
津
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
基
本
に

「
住
み
た
い
ま
ち　

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
た
各
種
施
策
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
む
べ
く
、

果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
住
ん
で
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
議
員
一
同

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
改
選
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
新
た
な

体
制
の
も
と
で
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
町
が
抱
え
る
課
題
を
共
有
し
あ
い
な
が
ら
議

論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
先
進
地
へ
視
察
研
修
を

行
い
、
学
ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
り
、
そ
の
成
果
を

定
例
会
に
お
い
て
委
員
会
代
表
質
問
を
通
じ
て
行

政
へ
の
提
言
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を

進
め
て
お
り
、
議
員
活
動
の
活
性
化
と
充
実
の
た

め
に
必
要
な
「
議
会
基
本
条
例
」
制
定
な
ど
の
検

討
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆

さ
ま
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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○
自
治
貢
献
賞

《
自
治
功
労
者
》

金
子
　
安
一
（
中
標
津
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
長
）

○
社
会
貢
献
賞

《
社
会
事
業
功
労
者
》

須
崎
　
　
智
（
中
標
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
）

《
防
災
活
動
功
労
者
》

細
矢
　
榮
司
（
中
標
津
消
防
団
第
一
分
団
後
援
会
会
長
）

中
畑
　
和
勝
（
中
標
津
消
防
団
第
一
分
団
後
援
会
副
会
長
）

○
産
業
貢
献
賞

《
商
工
業
功
労
者
》

　
舘
下
　
雅
志
（
中
標
津
町
商
工
会
理
事
）

《
農
業
功
労
者
》

久
保
　
　
剛
（
乳
牛
改
良
技
術
の
推
進
）

　
永
年
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
十
三
名
と
三
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
中
小
企
業
卓
越
技
能
者
一
名
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
列
席
さ
れ
た
関
係
者

か
ら
祝
福
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
四
十
八
回

中
標
津
町
表
彰
式

受  

賞  

者
（
敬
称
略
）
※
カ
ッ
コ
内
は
主
な
功
績
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○
善
行
賞

《
善
行
功
労
者
》

中
村
興
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　

��　
（
地
域
振
興
の
た
め
五
百
万
円
を
寄
附
）

　
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
北
海
道
本
部

　
　
　
　
　

��　
（
農
業
後
継
者
育
成
に
貢
献
す
る
た
め
農
耕
作
業
車
（
六
百
万
円
相
当
）
を
寄
贈
）

中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　
　
　
　
　

��　
（
地
域
支
援
・
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
三
百
万
円
を
寄
附
）

○
奨
励
賞

《
教
育
文
化
奨
励
賞
》

千

　
清
志
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
活
動
）

高
橋
　
好
弘
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
活
動
）

橘
田
　
徳
光
（
剣
道
の
普
及
活
動
）

○
善
行
賞
（
一
般
推
薦
の
部
）

《
善
行
功
労
者
》

島
部
　
政
敏
（
福
祉
施
設
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

渡
邊
千
加
志
（
町
内
会
副
会
長
や
高
齢
者
宅
の
除
雪
活
動
）

熊
倉
　
重
樹
（
通
学
時
間
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

白
鳥
　
利
一
（
永
年
の
町
内
会
班
長
な
ど
様
々
な
町
内
会
活
動
）

○
中
小
企
業
卓
越
技
能
者

《
技
能
水
準
の
向
上
に
尽
力
》

　
髙
橋
　
吉
信
（
株
式
会
社
協
伸
建
設
）
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予約システムの入力方法

　２月16日～３月16日の確定申告での受付は、予約のみとなります。
　令和６年から段階的に予約制を導入してきましたが、待ち時間が短縮されるなど好評でし
た。予約をしていただくことにより、待ち時間の大幅な短縮が見込まれ、役場にくる予定も
立てやすくなります。
　仕事や休日が天気に左右されるなど、予約が困難な方のために当日予約枠も設けますが、当日予約は１時間
に１人となりますのでご理解をお願いします。

・�上のアドレスまたはＱＲコードより予約サイトを開きます。
・�入力欄が出ますので、【1】漢字氏名、【2】フリガナ、【3】生
年月日、【4】電話番号、【5】メールアドレス（任意）を入
力します。

・�【6】申告内容に該当するものすべてにチェックを付けます。
　※�チェックを付けた数で予約をしますので、慎重に選択し
てください。

・�【7】予約する希望日を選択します。
・�選択した日の時間枠が表示されますので、希望する時間を
選択して、【6】でチェックを付けた数を入力します。

・�選択内容により注意事項が表示されますので、ご確認いた
だき、最後の「確認」ボタンを押します。

・�画面が切り替わり、入力内容が表示されますので、確認し
て「送信」ボタンを押します。

・�予約完了となります。【5】でメールアドレスを入力してお
くと受付メールが届きます。

予約申込期間
１月13日㈫から来場の２日前まで（最終３月12日）

予約可能な日
２月16日㈪から３月16日㈪まで（※確定申告期間全てが予約制となります。）

予 約 方 法
　 パソコン、スマートフォンから以下のアドレスか右のコードから予約できます。

https://www.harp.lg.jp/9ShYW7PJ（キュウエスエイチワイダブリューナナピージェイ）

● 当日は予約10分前までに会場にお越しいただき、予約者用の番号札を取り、名簿に番号を記載してお待ち
ください。申告内容により時間がかかる場合があり、30分～１時間程度お待ちいただくことも考えられま
すので、ご理解願います。

　役場や税務署に行かなくても、スマートフォンとマイナンバーカードがあればご自宅で確
定申告をすることができるサービス「e-Tax」ですが、ログイン画面から進めなくなってし
まったり、入力の仕方がわからなかったりなど、毎年「挑戦してみたけれどもうまくいかな
かった」といった声をお聞きしていました。

　そこで、次の日程でスマホ申告会を開催します。会場では主にスマートフォンをご自身で操作しながら確定
申告を進めていただき、職員がそのお手伝いをします。

日　　時　２月９日㈪　13時30分～　　　　　　場　　所　中標津町役場１階　101会議室
受付方法　インターネット（パソコン、スマートフォン）

　資料を準備する都合上、１月31日㈯受付締切とします。※期限を過ぎてしまった場合は、税務
課までご相談ください。
　以下のアドレスまたはＱＲコードから受付ページに入り、お名前などを入力し、いくつかの質問
に回答いただくと受付できます。

https://www.harp.lg.jp/RFSpMI1q（アールエフエスピーエムアイイチキュー）

確定申告は予約が必要となります！確定申告は予約が必要となります！

スマホ申告お手伝いします！

問い合わせは、税務課 住民税係（直通 ❸74-0752)まで。

国税庁 e-Taxキャラクター
イータ君

11月月1313日日
予約受付予約受付
開始!開始!

先着10名先着10名
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　日本国内に住む20歳以上60歳未満の方は、国民年金の加入者となります。加入者（被保険者といいます）は、
職業などによって次の３つの種類に分けられます。

　20歳になってから概ね２週間以内に、日本年金機構から「基礎年金
番号通知書」や「国民年金保険料納付書」などが同封された国民年金の
加入のお知らせが送付されます。
　「基礎年金番号通知書」は就職や年金の請求等で一生をとおして使用
するものです。大切に保管してください。
※厚生年金に加入している方には送付されません。
※�配偶者（厚生年金に加入している方）の扶養となっている方は、配偶者
の勤務先へ連絡し、国民年金第３号被保険者の手続きをしてください。

　国民年金や国民健康保険、マイナンバーに関する素朴な疑問に
お答えするリーフレットを作成しました。
　住民保険課（役場１階窓口②番）で配布しているほか、町ホー
ムページにも掲載しています。

２
は た ち
０歳になったら国民年金

● 「年金・保険・マイナンバーＱ＆Ａ」を配布しています ●

第１号被保険者…自営業、農林漁業、学生の方など
第２号被保険者…会社員、公務員など厚生年金に加入している方
第３号被保険者…第２号被保険者に扶養されている配偶者

問い合わせは、住民保険課 保険年金係 （直通 ❸74-0845）まで。

〈表面〉

〈裏面〉

基礎年金番号通知書は、大切に保管し
てください。

従来の「年金手帳」は、令和４年４月に廃止となっており
新規加入者には「基礎年金番号通知書」が発行されます。

問い合わせは、福祉課 社会福祉係（直通 ❸74-0884）まで。

■対象世帯

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響によ
り、光熱水費や食費等、さまざまな支出が増加する
中、その影響が特に大きいと考えられる低所得の高
齢者世帯や障がい者世帯、ひとり親世帯などに対し、
生活費の一部を支援します。

　令和７年11月１日（基準日）において、中標津
町に住所を有し居住されている①から④のいずれか
に該当する市町村民税非課税世帯
※�世帯全員または対象となる方が社会福祉施設等に
施設入所または３か月以上の長期入院をしている
場合は、支給の対象になりません。

①高齢者世帯
　�65歳以上（昭和36年４月１日以前に生まれた方）
のみで構成する世帯

②障がい者世帯　
　�身体障害者手帳１・２級（内部障がいの方は３級
まで）、療育手帳Ａ判定または精神障害者保健福
祉手帳１級の交付を受けている方がいる世帯

③ひとり親世帯
　�18歳以下の児童（平成19年４月２日以降に生ま
れた子）を扶養する父または母いずれか一方で構
成する世帯

④生活保護受給世帯

■支給金額
１世帯につき　１０，０００円

■申請受付期間
１月27日㈫～２月27日㈮まで
９時～17時（ただし、土・日・祝祭日は除きます）

■申請方法
　中標津町から支給対象となる可能性がある世帯の
世帯主宛に申請書を郵送しますので、必要事項を記
入のうえ、申請先まで提出してください。
　本町に課税情報がない令和７年１月２日以降の転
入者が含まれる世帯は、申請書が届きませんので、
以下問い合わせ先までご連絡ください。

■申請受付場所
〇郵送申請（同封の返信用封筒にて提出）
　２月27日㈮まで
〇窓口申請※なるべく郵送申請してください※
・中標津町役場１階　102会議室
　【１月27日㈫～２月６日㈮まで】
・中標津町役場 福祉課窓口⑤番
　【２月９日㈪～２月27日㈮まで】
・中標津町役場計根別支所

高齢者世帯等生活応援給付金支給のお知らせ
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町立中標津病院からのお知らせ

令和８年度 中標津町医療技術職員
養成修学資金貸付制度のご案内

　町立中標津病院では次のとおり中標津町医療技術職員養成修学資金貸付金の利用者を募集します。

看護師（�保健師助産師看護師法により設置され
た学校または養成所に資格取得のため
入学の許可を得た者）

令和８年度貸付対象者

看護師・・・ 月額10万円以内
※�貸付期間終了後、速やかに町立病院に勤務し４年（貸付期間が４年を超え
る場合には、貸付期間）以上勤務した場合は返還が免除されます。

貸付金額

　申し込み方法、その他必要事項については、町立病院ホームページに概要
を掲載しています。
　内容をご確認のうえ、必要書類を提出してください。

申し込み方法・その他

問い合わせは、町立中標津病院 管理課 総務係（❸72-8200）まで。
　E-mail：b-soumu@nakashibetsu.jp　　URL：https://nakashibetsu-hospital.com

中標津町医療技術職員養成修学資金貸付制度とはどのような制度ですか？Q
町立中標津病院（以下、町立病院）における医療技術職員の充足を図るため、
将来町立病院に勤務しようとする者に対し、修学資金を貸付する制度です。A

保健福祉職養成修学資金貸付のご案内
　町では、これまで不足する保育士や保育教諭の人材確保のため、修学資金を貸付していますが、保育分野に
限らず、保健、福祉、介護の各分野においても深刻な人材不足にあることから、令和８年度の貸付より対象職
種を拡充して募集します。

【対 象 者】
　�　対象資格の養成施設（大学・短大・専門学校等 ※通信制除く）に在学、または入学が決定している方で、
卒業後に中標津町内の事業所等で対象資格の業務に従事しようとする方

【募集内容】　

【受付期間】　２月２日㈪～２月27日㈮
【そ の 他】
　・中標津町内の事業所等で一定期間を勤務した場合は、返還が免除されます。
　　（今回より地方公務員としての勤務期間を含みます）
　・�申請者及び保護者への面接を実施します。なお、貸付決定は令和８年４月以降
を予定しています。

　・中標津町育英資金貸付金及び定住促進貸付金との併用はできません。
　 ・申請書類など詳しくは町ホームページをご確認ください。

対象資格 貸付期間 貸付額（上限額） 問い合わせ・申し込み先
保健師   新規  ４年以内 月額10万円（480万円） 中標津町保健センター　　❸72-2733
保育士・保育教諭 ４年以内 月額５万円（240万円） 子育て支援課保育給付係　❸74-0894
社会福祉士   新規  ４年以内 月額５万円（240万円） 福祉課社会福祉係　　　　❸74-0884
介護福祉士   新規  ２年以内 月額５万円（120万円） 介護保険課介護保険係　　❸74-0863

修学資金貸付制度を令和８年度貸付から拡充します
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問い合わせは、政策推進課 ふるさと応援係（直通 ❸74-0727）まで。

ふるさと納税返礼品の提供事業者を募集しています！

◎提供事業者の主な要件
　⑴ 本町の地元特産品等を取り扱っている法人や個人事業者などであること。
　⑵  納期到来分の町税等を滞納していないこと。
　⑶ ホームページやパンフレットなどの製作や宣伝に協力ができること。
　⑷商品情報の開示が可能であること。　
　⑸ 国が定める地場産品、募集経費等の基準を満たすこと。　　ほか

　町では、全国各地へまちの特産品や観光資源の魅力を伝えることで、関係人口・交流人口の拡大を目指し、
返礼品をさらに充実させるために、ふるさと納税返礼品の提供事業者を随時募集しています。要件の一部を下
記のとおり掲載しますので、関心のある事業者・生産者様は、政策推進課ふるさと応援係まで、お気軽にご相
談ください。

⑴ 全国の寄附者に自社の商品をＰＲすることで、新たな顧客の獲得を目指すことができます。
⑵ 町が提携するふるさと納税ポータルサイトに商品の画像、商品名、事業者名が掲載されるため、広

告効果が期待できます。
⑶  寄附者へ返礼品を発送する際に、自社パンフレット等を同封し、返礼品以外の商品もPRが可能です。

提供事業者のメリット提供事業者のメリット

「乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）」および
｢特定地域型保育事業」を実施できる事業者を募集します！

　これらの事業の実施を予定している、または検討中の事業者は、下記
担当までご相談ください。（今後、法人を設立予定の方も対象となりま
す。）
　申請する場合は、事業計画書等の提出が必要になりますので、担当ま
で相談いただくか、中標津町ホームページから様式をダウンロードし、
提出してください。
●募集期間　１月６日㈫～１月30日㈮まで

　町では、令和８年度から「乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）」と「特定地域型保育事業」の実
施を予定しており、２事業を同時に実施できる事業者を募集します。

事業名 事　業　概　要

乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）

　令和６年度に子ども・子育て支援法が改正され、全国の自治体で実施が義
務付けられた制度であり、全ての子どもの育ちを応援し、こどもの良質な環
境を整備するため、満３歳未満で保育所等に通っていないこどもを、月一定
時間まで利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用でき
る新たな通園給付制度です。

特定地域型保育事業

　平成24年に子ども・子育て関連３法の制定により、子ども・子育て支援
新制度の一つとして新たに始まった事業であり、原則３歳未満児を対象とし
て、小規模な受入れを行うことにより、きめ細やかな保育を行う事業です。
地域型保育事業には下記の事業があります。
·小規模保育事業　　　　　·家庭的保育事業　
·事業所内保育事業　　　　·居宅訪問型保育事業

問い合わせは、子育て支援課　保育給付係（直通 ❸74-0894）まで。
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地 協力隊が
おこし域

―― Vol.91
　なかしべつに移住して初めての冬を迎えています。
　寒さは正直こたえますが (笑)、それを超える景色の『美』に癒されています。
　移住前は、旅行会社で主に添乗員として働いていましたので、有名な観光地に感動し、楽しみもありましたが、
何か物足りなさも感じていました。
　今では、通勤、お買い物、お散歩…日常生活の中で、なかしべつの自然に毎日感動しています。
　大自然に少し人間の手を加え、自然美＆人工美＆おもてなしで、なかしべつらしい観光資源をアピールしたい！
町民の方にも楽しんでいただけるイベントや、公共交通機関を利用したツアーも提案したい！と夢が膨らんでい
ます。
　まずは、なかしべつの雪景色を楽しみたいと思います！

行く� 中標津町地域おこし協力隊  竹
たけした

下　智
とも

子
こ

有料広告
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③なかなか百歳体操
　�なかなか百歳体操とは、「中標津町歌」に合わせて
行う関節の動き、筋力バランスを鍛える体操です。

問い合わせは、福祉課　社会福祉係（直通 ❸74-0884）まで。

以下の計画の案がまとまり、町民のみなさんのご意見を募集します。

◆中標津町地域福祉計画（案）
■閲 覧 場 所　�町ホームページ、福祉課窓口、まちづくり情報コーナー、総合文化会館窓口、計根別支所窓口
■意見提出方法　備付けの様式により、持参・郵送・ＦＡＸ・Ｅメール、または電子フォーム
■閲 覧 期 間　２月上旬～１ヶ月程度
　※�閲覧期間が変更となる場合があります。
　　詳細につきましては、町ホームページをご確認ください。

町民意見募集町民意見募集（パブリックコメント）（パブリックコメント）を実施しますを実施します

みんなで取り組もう！介護予防
　人生100年時代、いつまでも自分らしくいきいきと暮らしていくために、介護予防にみんなで取り組むことが
大切です。
　地域包括支援センターでは、みなさんが介護予防に取り組めるよう、様々な活動をしています。

①ぷらっと茶フェ
�　�だれでも利用ができる無料カフェです。毎月第１・３水曜日　10時～12時まで総合文化会館しるべっと
で開催しています。

②認知症サポーター養成講座
　�認知症を理解し、みんなで温かい目で見守り、支える人を養成する「認知症サポーター
養成講座」を1月30日㈮10時から役場にて開催します。希望される方は予約制となっ
ておりますので、お問い合わせください。

問い合わせは、地域包括支援センター〔役場 介護保険課内〕（直通 ❸74-0867）まで。

パブコメに関する
Q＆Aは
こちら⇒

準備体操はYouTubeでも配信中！
チラシも無料配布しています。

根室北部広域ごみ処理施設
長寿命化総合計画策定に関する

町民意見募集（パブリックコメント）を実施しています
根室北部廃棄物処理広域連合では、根室管内４町の可燃ごみの中間処理をする「根室北部広域ごみ処理施設」

の経年による性能劣化が進んでいることから、地域住民の生活に必要不可欠である日常的なごみ処理を将来にわ
たって安定的に継続していくことを目的に、基幹改良工事（大規模改修）の実施を含めた「根室北部広域ごみ処
理施設長寿命化総合計画」の策定を進めています。
　町ホームページと下記閲覧場所に計画に関する資料を設置しますので、策定にあたり、町民のみなさんからの
ご意見を募集しています。

問い合わせは、根室北部廃棄物処理広域連合（❸79-5550）まで。

■募集期間　令和７年12月26日㈮～１月29日㈭まで
■閲覧場所　中標津町役場１階生活課窓口



13 広報なかしべつ　2026.1

申し込み・問い合わせは、総務課 職員係（直通 ❸74-0757）まで。

令和８年度採用の正職員を追加募集しています
　町では、共にまちを支える仲間を幅広く求めています。「中標津町のために働きたい！」という熱意のある
方の応募をお待ちしています。
　民間企業での経験、専門的知識を持つ方や、まちへのＵターン・Ｉターン転職も大歓迎です！

※募集人数や応募条件、日程等の詳細は、町ホームページをご覧いただくか、お問い合せください。

〔募 集 職 種〕　一般事務職、技術職（土木）、社会福祉士、保健師、保育士
〔募 集 締 切〕　一般事務職：1月13日㈫　　その他の職：随時募集
〔採用予定日〕　令和８年４月１日

インターネット通販は内容をよく確認して利用しましょう�
　商品が届かない、粗悪品が届いた、定期購入だったなど、インターネット通販に関する相
談が全国の消費生活センターに依然として多く寄せられています。

相談は、中標津町消費生活センター〔役場生活課内〕（直通 ❸74-0892）まで。

「ひとりで悩まずにまずは相談を!」みなさんへのアドバイス
·�インターネット上の広告の中には悪質サイトへ誘導するものが含まれています。広告や注文サイト内を
隅々までよく確認しましょう。
·�事業者情報が正しいものか、商品の価格、購入条件、解約や返品条件と方法、支払い方法、商品の引き渡
し時期などのほか、注文最終確認画面や利用規約もしっかり確認しましょう。また、注文最終確認画面等
はスクリーンショットで撮り保存しておきましょう。
·�日本語の表現がおかしい、支払い方法が選べず代引き配達のみや個人口座への振り込みを指定される、定
価より大幅に値下げされている等、少しでも不安がある場合は注文を控えるなど慎重に判断しましょう。

知知知知知っっっっっ得
くらし

の

知知知 得
ガイド

問い合わせは、生活課　環境衛生係（直通 ❸74-0890）まで。

　危険・有害ごみは「資源ごみ」と同じ日に、透明または半透明の袋（指定ごみ袋はありません）に分別をした
上で出してください。
　なお、事業所や商店から排出される乾電池や蛍光管は産業廃棄物となり、町の収集に出すことはできませんの
でご注意ください。

危険・有害ごみの分け方・出し方

スプレー缶
カセットボンベ

中身を完全に使い切り、必ず屋外など風通しがよく、火気のない場
所で穴をあけてください。屋内で穴あけを行うと残っているガスが
屋内に溜まり、火災の原因になります。
※�市販されているガス抜き専用機を使うと簡単に穴を開けられます。

ライター 必ず中身を使い切ってから出してください。
※ジッポライターは「燃やせないごみ」になります。

蛍光管
割れないように、購入時のケース等に入れてから出してください。
割れてしまった場合は、安全のため紙に包んで「燃やせないごみ」
に出してください。
※ＬＥＤ蛍光管は、「燃やせないごみ」になります。

乾電池・
水銀体温計 それぞれ透明または半透明の袋に入れて出してください。

ビデオテープ・
カセットテープ 透明または半透明の袋に入れて出してください。
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　中標津町では町民のみな
さんへ緊急的に情報提供が
必要な場合に備え、中標津
町緊急情報メール（キキボ
ウ）にて情報発信を行う体
制を整備しています。
　登録については、次のア
ドレスに空メールを送信し
てください。
nakashibetsu@
raiden.ktaiwork.jp

■中標津町役場
　計根別支所
　❸78-2211
■中標津町保健センター
　❸72-2733
■中標津警察署
　❸72-0110
■中標津消防署
　❸72-2181
■中標津町立病院
　❸72-8200
■中標津保健所
　❸72-2168

くらしくらし
のの

ひろばひろば
Information

広報なかしべつ　2026.1

自然を愛し美しいまちにしましょう（町民憲章より）

税　
金

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
は　

２
月
２
日
ま
で
に

　
令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
で
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
会
社
や
個
人
の
方
は
、
資
産
の
名
称
や

取
得
価
額
等
を
２
月
２
日
㈪
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
と
は
、
土
地
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資

産
税
の
対
象
と
な
る
事
業
用
資
産
で
、
会
社
や

個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有
す
る
機
械・器
具・

備
品
等
を
い
い
ま
す
。

（
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対
象
車
両

は
除
く
）

問
税
務
課
資
産
税
係

　
❸
（
７
４
）
０
７
５
３

一　
般

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　
　
　
　
　
　

夜
間
・
休
日
窓
口
に
つ
い
て

　
平
日
や
日
中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
が
困
難
な
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜

間
・
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に

限
ら
ず
、
券
面
事
項
・
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続

き
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
手
続
き
で

あ
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
夜
間
窓
口　
１
月
19
日
㈪　
18
時
～
19
時
45
分

休
日
窓
口　
１
月
25
日
㈰　
９
時
～
17
時

問
住
民
保
険
課
戸
籍
住
民
係

❸
（
７
４
）
０
８
４
６

年
金
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
釧
路
年
金
事
務
所
の
年
金
相
談
所
が
次
の
日
程

で
開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
。

時
２
月
３
日
㈫
13
時
～
17
時

　
２
月
４
日
㈬
９
時
～
14
時

所
中
標
津
町
役
場　
２
階
２
０
１
会
議
室

申
釧
路
年
金
事
務
所

❸
０
１
５
４
（
２
５
）
１
５
２
２

だ
さ
い
。
検
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

骨
粗
鬆し

ょ
う

症
検
診
の
お
知
ら
せ（
２
月
分
）

時
２
月
３
日
㈫
～
26
日
㈭
の
毎
週
火
・
木
曜
日

　
※
受
付
は
10
時
30
分
～
11
時
ま
で

所
町
立
中
標
津
病
院

内
問
診
、
骨
密
度
測
定
（
腰
椎
・
大
腿
（
太
も
も)

骨
）、
診
察

対
20
歳
以
上
の
方

　
※
内
服
治
療
中
の
方
は
主
治
医
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

定
１
日
２
人

￥
20
～
69
歳
:
２
,
７
０
０
円

70
～
74
歳
:
１
,
３
０
０
円

中
標
津
町
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
:
無
料

締
１
月
15
日
㈭

他
受
診
す
る
際
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
検
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン　
　
　
　
　

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
平
成
９
～
20
年
度
生
ま
れ
の
女
性
で
、
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

を
１
回
以
上
接
種
し
て
い
る
方
が
、
残
り
の
接
種

を
公
費
で
受
け
ら
れ
る
の
は
、
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

所
町
立
中
標
津
病
院
（
産
婦
人
科
外
来
）

な
か
し
べ
つ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

❸
（
７
２
）
２
５
１
６

　
※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

健　
康

乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ（
２
月
分
）

時
２
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

　
※
受
付
は
①
14
時
～
②
14
時
30
分
～

　
　
　
　
　
③
15
時
～

　
※
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
の
同
時
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
月
・
木
曜
日
と
な
り
ま
す
。

所
町
立
中
標
津
病
院

内
問
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影

対
40
歳
以
上
の
女
性

　
（
検
診
の
間
隔
は
２
年
に
１
回
）

　
※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
使
用
、
豊
胸
手
術

を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

￥
２
,５
０
０
円
（
70
歳
以
上
１
,６
０
０
円
）

締
１
月
15
日
㈭

他
受
診
す
る
際
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
検
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
問
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ（
２
月
分
）

時
２
月
２
日
㈪
～
26
日
㈭
の
毎
週
火
・
水
曜
日

　
※
受
付
は
８
時
30
分
～
11
時

　
　
乳
が
ん
検
診
と
の
同
時
受
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、月・木
曜
日
の
14
時
か
ら
と
な
り
ま
す
。

所
町
立
中
標
津
病
院

内
頸
部
細
胞
診
、膣
エ
コ
ー
検
査
（
希
望
者
の
み
）

対
20
歳
以
上
の
女
性

　
（
検
診
の
間
隔
は
２
年
に
１
回
）

￥
２
,
０
０
０
円
（
70
歳
以
上
１
,
３
０
０
円
）

　
膣
エ
コ
ー
検
査
は
１
,
７
６
０
円

締
１
月
15
日
㈭

他
受
診
す
る
際
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

面会禁止のお知らせ面会禁止のお知らせ
　現在、新型コロナウイルス・インフルエンザウイルス感染症の流行期にあり、町立中標津病院では入院患者さ
んへの感染防止のため、当面の間、全病棟での面会を禁止しています。（主治医や病棟等から呼び出しがある場
合は除きます）
　大変ご不便をおかけしますが、入院患者さんを感染から守るため、みなさまのご理解とご協力をよろしくお願
いいたします。

問い合わせは、町立中標津病院 医事課 医事係（❸72-8200）まで。
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●マーク説明：時日時　所場所　期期間　内内容　講講師　対対象　定定員　￥費用　持持ち物　担担当課　申申込　締締切　方方法　問問合せ　催主催　他その他　

広報なかしべつ　2026.1

時
１
月
８
日
㈭　
10
時
30
分
～
11
時
40
分

所
総
合
文
化
会
館
し
る
べ
っ
と

　
①
観
閲
式　
総
合
文
化
会
館
前
広
場

　
②
表
彰
式　
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
中
標
津
消
防
署 

消
防
団
係

運
転
免
許
相
談
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

時
２
月
13
日
㈮　
11
時
～
12
時

所
役
場
２
階 

２
０
１
会
議
室

内�

中
標
津
警
察
署
職
員
が
、
運
転
や
免
許
に
関
す

る
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
ご
相
談
を

お
聞
き
し
、
解
決
の
糸
口
を
一
緒
に
お
探
し
し

ま
す
。

問
中
標
津
警
察
署 

交
通
課

不
動
産
の
相
続
と
遺
言
書
に
関
す
る　

終
活
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
に
義
務
化
さ
れ
た
相
続
登
記
に

つ
い
て
、
手
続
の
方
法
や
相
続
手
続
の
簡
略
化
に

つ
な
が
る
自
筆
証
書
遺
言
書
の
保
管
制
度
、
空
き

家
の
処
分
に
つ
い
て
ご
案
内
す
る
ほ
か
、
自
筆
証

書
遺
言
書
の
作
成
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

時
１
月
18
日
㈰　
13
時
～
15
時
30
分

所
根
室
市
総
合
文
化
会
館　
中
会
議
室

￥
無
料

問
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局

　
❸
０
１
５
３
（
２
３
）
４
８
７
４

屋
外
拡
声
装
置
設
置
工
事
等
の
お
知
ら
せ

　
１
月
～
２
月
中
に
、
高
所
作
業
車
を
設
置
場
所

に
乗
り
入
れ
、
ア
ン
テ
ナ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
・
受
信

装
置
等
の
機
器
据
付
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
１
月
～
３
月
の
日
中
に
、
機
材
及
び
シ
ス
テ
ム

の
確
認
を
行
う
た
め
の
１
分
程
度
の
試
験
放
送
を

数
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
屋
外
拡
声
装
置
に
つ
い
て
の
詳
細
は
中
標
津
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課 

防
災
係

　
❸
（
７
４
）
０
７
６
８

※�
電
話
を
か
け
る
と
自
動
音
声
が
流
れ
ま
す
。
最

初
の
案
内
で
「
１
」
を
、
次
の
案
内
で
「
２
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
お
客
様
相
談
室
に
つ
な

が
り
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　
中
標
津
町
で
は
弁
護
士
が
専
門
的
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

時
２
月
10
日
㈫　
10
時
30
分
～
15
時

所
中
標
津
町
役
場

内�

小
田
康
夫
弁
護
士
に
、
民
事
・
家
事
・
行
政
事

件
に
関
す
る
案
件
に
限
り
ご
相
談
で
き
ま
す
。

定
７
人

締�

２
月
２
日
㈪
か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
問
生
活
課 

交
通
町
民
相
談
係

　
❸
（
７
４
）
０
８
８
９

学
齢
児
童
生
徒
就
学
通
知
書　
　
　
　

（
入
学
通
知
書
）の
送
付
の
お
知
ら
せ

　
今
年
４
月
に
小
・
中
学
校
ま
た
は
義
務
教
育
学

校
へ
新
入
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
就
学
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

時
発
送
予
定
日　
１
月
16
日
㈮

対
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校

　
　

����

平
成
31
年
４
月
２
日
～
令
和
２
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

　
中
学
校

　
　

�

平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

　
住
所
変
更
な
ど
に
よ
り
通
知
書
が
届
か
な
か
っ

た
場
合
や
特
別
な
事
情
に
よ
り
指
定
校
の
変
更
を

求
め
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課 

学
務
係

　
❸
（
７
４
）
０
１
４
４

な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り
に
つ
い
て

　
今
年
の
「
な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り
」
は
２
月
７

日
㈯
～
８
日
㈰
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
冬
ま
つ
り
会
場
で
の
出
店
に
つ

い
て
、
出
店
枠
の
空
き
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
新

規
出
店
の
受
け
付
け
は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

問�

な
か
し
べ
つ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
経
済
振
興
課 

観
光
振
興
係
）

　
❸
（
７
４
）
０
４
６
４

ご
み
収
集
・
最
終
処
分
場
の
日
程
表

■■
ご
み
収
集
・
最
終
処
分
場
お
休
み

■■
不
燃
・
粗
大
ご
み
収
集
日

　
（�

お
住
ま
い
の
地
区
の
資
源
ご
み
と
同
じ
曜
日
に

行
な
って
い
ま
す
。）

■■
ご
み
収
集
お
休
み

　
最
終
処
分
場
は
９
時
～
12
時
ま
で
開
場

令和８年１月
日 月 火 水 木 金 土

１
祝日 ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12
祝日 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6 2/7

問�

生
活
課 

環
境
衛
生
係

　
❸
（
７
４
）
０
８
９
０

令
和
８
年
中
標
津
消
防
団
出
初
式

　
町
民
の
生
命
や
財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
中
標
津
消
防
団
の
令
和

８
年
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
町
出
初
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
の
方
も

自
由
に
見
学
い
た
だ
け
ま
す
。
地
域
の
安
全
を
担

う
消
防
団
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
８
時
30
分
に
屋
外
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
（
す
い
め
い
）
し
ま
す
。

有料広告

ホームページは
こちらから↓
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1
※
�広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
ご
希
望
の
方
は
、

デ
ー
タ
(JPEG

)で
提
供
し
ま
す
の
で
総
務
課
 

広
報
調
査
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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標
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郡
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標
津

町
丸

山
2丁

目
22番

地
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0153-74-0763 ❹
0153-73-5333

　
中

標
津

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 https://w

w
w

.nakashibetsu.jp　
Q

Rコ
ー

ド
は

㈱
デ

ン
ソ

ー
ウ

ェ
ー

ブ
の

登
録

商
標

で
す

　
お

問
い

合
わ

せ
は

、ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

下
段

の『
お

問
い

合
わ

せ
』よ

り
（

毎
月

６
日

発
行

）
広

報
№

757
中

標
津

広
報
中
標
津
は
、
環
境
保
護
の
た
め
道
産
間
伐
材
と
古
紙
を
配
合
し
た
用
紙
お

よ
び
100%

植
物
油
型
イ
ン
キ「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
100」を

使
用
し
て
い
ま
す
。

町の人口
男
女

世帯数

中標津町公式LINE
行政情報・防災情報
イベント情報
いち早くお届けします!!

11月30日現在住民登録人口　※（　　）内は前月比

22,037（－  12） 【うち外国人　 376（－15）】
10,894（－    5） 【うち外国人男 195（－  9）】
11,143（－    7） 【うち外国人女 181（－  6）】
11,582（－  22）

誕生 10（－    2）
死亡 20（－    4）
転入 52（－    3）
転出 54（－    3）


